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さくらの花に集うことなく、季節の移ろいを知る
頃ですが皆さまには元気にお過ごしでしょうか。
コロナウイルスの為、自治会活動もほとんどが中
止となりました。
花隈自治会は、お住まいになられてる皆さまのご
支援によって、このコロナ禍でも清掃や安心安全の
町づくり活動に取り組んでいます。
「花隈自治会の事は分からないけど、ラジオ体操
や公園のさくら祭や夏まつり、おもちつき大会など
に行ったことがあるの」と言っていただきます。参
加にはチケットや参加券が必要なんですか」と聞か
れることもあります。自治会会員に行事の参加券を、
お配りしていた時もあったようです。実際はどなた
でも花隈町の方だけでなく、近隣や会社帰りの方、
お友だちをさそって楽しんでいただいています。
花隈町は、神戸の中心部でえらい急な坂があるけ
ど、交通や中心街や役所に隣接した住みよい町・マ
ンションが昭和４５年の１５棟から今では１００棟
を超える町になっているのです。
利便性の町・マンションの町と変遷するのは、都
市計画よりも素早く進取の気性にとむ人の暮らす町

なのです。
自治会の活動は、会員限定ではないオープン参加
スタイルを中心とした行事を取り組んでいます。年
会費をいただく会員の方々よりも、他の方々のほう
が多くきて楽しんでいただいています。
個人宅の弔事や慶事も家族だけでつとめる。マン
ションでの出来事は管理組合や管理会社中心で対応
することになっています。肝心なのは大きな災害に
対応するライフラインなどは、地域コミュニティの
自治会を窓口とした取り組みがされるのです。
このような現状にあって、①自治会のあり方　②
会員のあり方　③自治会会費のあり方について、活
動方針や自治会規約の改正を提案することといたし
ました。
会長となり１年が経過しました。組織・会則・会
費を見直し、新しい自治会を目指して参ります。　
「安全・安心な住みよい町、住んで良かった町」プ
ラス「私たちの子どもたち。孫たちが住みたい町」
になることを目指して頑張って行こうと思います。
これからも花隈自治会に対しまして、ご支援・ご

協力をいただきますようよろしくお願いいたします。

コロナ禍の今年も「書面による総会」とさせていただきます。総会の期日は、毎年４月２９日です。議
案の骨子は、①年間活動　②１年後の総会において議決したい考え方を、ご提案いたします。
さまざまな機会を設けて、「安心安全な花隈」を皆さんと持続できることを希求しています。別紙書面
にて、総会議案へのご意見をお願いいたします。

花隈自治会 令和３年度定時総会議案書花隈自治会 令和３年度定時総会議案書
１．はじめに

花隈自治会

1

花隈自治会長 福島　龍一花隈自治会長 福島　龍一

町町
逆 か ら 読 む と

逆 か ら 読 む と

隈隈のの花花
花隈公園の桜花隈公園の桜



花隈自治会 31 号 花隈自治会 31 号

前年の総会は、コロナにより書面総会となりましたが、総会成立をさせていただき活動方針および活動
予算により１年間の活動をすすめましたが、恒例の各種行事は、「密の回避」から中止する寂しい活動報
告となりました。

コロナ禍の克服に期待しながら「親睦の機会・目
的とした行事」を計画いたします。具体的実施や方
法などを決めて、ポスターやホームページで広報い
たします。
「マンション火災」「独居だけでなく孤独死や入院」
「介護施設への転居」などが日が過ぎてから知るケー
スが多くあります。今回のコロナ禍で、スマホやイ
ンターネット利用で出前や買い物に便利に利用でき
るように発達しましたが利用できる方ばかりではあ
りません。
隣人の声掛けで「２・３日見かけないね」といっ
た気遣い・友愛活動を見直し「自助・共助・公助」
でいきとどかない隣人としての「近

・ ・

助」活動をすす
めます。

花隈自治会ホームページの充実を図っていけるよ
う、「できるとき、できることを」していただける
あなたの参加しやすい自治会活動を展開します。
　
お世話には「専門家」はいないのです。
　　　　少しお手をかしていただける
　　　　　機会づくりにつとめます。

「花隈本通のアーチ」のことです。
花隈町に料亭がたくさんあった時代、タクシーの
目印ともなったアーチなのですが、今は危険はない
ようですが「経年劣化」を迎えつつあります。当時
の料亭や有志によって設置されました。設置した経
過がうかがいしれる間に相談し、撤去になるのかの
算段をするための体制をつくります。

皆さんが花隈町地域コミュニティーメンバーであ
ることを確認する規約改正とします。
規約条文は、令和４年４月２９日の次回総会に提
案し、決定後の実施となります。
①花隈に居住する皆さんを自治会会員とします。
いざという時、会員か会員でないか区別するより　　	
　も、花隈住民を会員とします。
②会費を現行の月２００円の年払い 2,400 円を
　月 100円で年払い 1,200 円とします。
ご理解とご協力、参加していただけるようにマン
ション管理組合の皆さんや老舗の会員さんとの意見

交換や若い方々とソーシャルディスタンスを図りな
がら、１年間重ねてまいります。都度の状況は、ホー
ムページ（スマホ検索できます）や花隈だよりにて
ご報告いたします。
これは花隈自治会・役員会として、一大決心です。

「会員の減少」と「会費徴収基礎算定の歪み」を見
直すものです。自治会議決権を明確に、会費納入会
員とします。
皆さんの参加しやすい、継続していける自治会を
めざします。

発砲殺人事件が発生しても「花隈自治会は、反社
会的勢力の事務所施設に反対していないでしょ」と
問われます。「安心安全な花隈」をめざしながら忸
怩たる思いでいました。
花隈町の成り立ちは、神戸港開港による居留地や
県庁（大輪田の泊・兵庫区）を中心に町づくりがな
されるなかで、花街として多くの料亭がつくられて
いました。戦災後も朝鮮戦争時期よりいち早く料亭
が復興し賑わいのある町になりました。そういった
時期に暴力団が、花隈町に事務所を構えたのでした。
商いをとおして利害関係や暴力への恐れから黙認す
る風潮がありました。暴力団事務所があるから、警
察のパトロールが頻繁にあるよとの声もありまし

た。しかし、暴力団事務所があることで、危険な事
件が引き起こされてきました。
現在は、県公安委員会が指定暴力団神戸山口組を
特定抗争指定暴力団に指定したことにより、当該事
務所は閉鎖され、組員は立ち入ることができない状
態となっていますが指定が解除されればまた、暴力
団事務所としての使用が再開されることとなってし
まいます。そのため、兵庫県警察本部暴力団対策課、
暴力団追放兵庫県民センター、生田警察署、中央区
役所、神戸市、兵庫県や他地区暴力団追放団体と連
携して暴力団事務所の撤去に向けた暴力団排除運動
にを取り組み、私たちの花隈町を安心安全な住みよ
い町に皆さんとともにしていきます。

基本的には、前年度計画を踏襲します。

（１）花壇・公園管理

花隈本通を中心として配置しています「プラン
ター」にお花を植栽しています。
これは花いっぱい運動として神戸市・中央区で同
じ花を植栽しています。花隈町には①花隈公園と②
花隈小公園の２箇所の公園をもっています。公園の
清掃や管理は、神戸市から自治会に作業委託がされ
ているのです。主に３～５人の方々によって公園が
美しく管理されています。「決められた人」による
ものではありませんので、お手伝いの声をかけてい
ただくのをおまちしています。
公園に「すなば」を設けています。子どもさんた
ちは砂を砂箱から外に出したいもので、叱ることで
もなく砂の補給におわれています。花隈公園では、
夏場に日よけネットを展張しています。

クリーン作戦は、ごみ挟みとごみ袋をもって、町
内のポイ捨てごみを収集しています。
違法駐輪駐車パトロールは、町内の違法駐輪・駐
車の防止のパトロールしています。
年末特別警戒パトロールは、拍子木をたたきなが
ら夜間パトロールをしています。
地区の「第八消防団」によるパトロールも行われ
ています。団員募集中です！

例年の行事で唯一実施いたしました。ソーシャル
ディスタンスをとっての体操でした。短い期間です
が、参加していただけて好評な行事となりました。

「こども祭」「夏まつり」ともに中止させていただ
きました。「おっちゃん、スイカ割りないの～」って、
残念がられました。「夏まつり」は毎年８月２３・
２４日と決めています。自治会行事ではない「地蔵
盆」と同じ日に開催しいます。「地蔵盆」は、悪病
コロナ退散をこめて実施されました。
花隈公園の空には、例年通り「こいのぼり」を泳
がせました。

敬老年齢の申出によって「記念品」を贈呈させて
いただき敬老をお祝いいたしました。

山の手小学校区の自治会による「ふれあいのまち
づくり協議会」、中央区連合自治会への出席。子ど
も会・長寿会・婦人会への協賛。赤十字募金などに
取り組みました。
花隈町に鎮座される厳島神社の夏・秋大祭への出

○地蔵盆や厳島神社そして生田神社となりますと、
宗教活動をしていいのですかと、ご意見を伺うこと
があります。お地蔵さんの施主に自治会、厳島神社
の遣遷にも自治会が深くかかわってきています。花
隈自治会は宗教の布教活動をするものではありませ
んが、外国の方だけでなく、宗教活動として参加し
ていただけない現実もあります。
○花隈公園に１２月になると「サンタクロース」、
１月１７日の阪神・淡路大震災「わすれない」のイ
ルミネーションを設置しています。いろいろな考え
の人が生活する町ですから、意見があるから「やら

ない」のではなく「広くできることを取り組む」こ
ととしてきました。
○「もちつき大会」は毎年１月に楽しんでいただい
ていますが、昨年のもちつき大会は当初からの雨予
報で洗米するもち米を半分余していました。今年も
コロナ禍でもちつき大会は絶望となり、残してあっ
たもち米を１２月に「もち大会」として賃搗きして
お正月用に提供いたしました。
○さくらの苗木５本を植栽して「さくら祭」をさせ
ていただきました。

２．活動経過報告４．活動方針

５．活動予算案について　　予算案を会計報告書の右枠に並記しています。

６．花隈自治会規約改正について

7．特別取組「暴力団事務所はいらない」

（4）こども祭・夏まつり （5）敬老記念品

（7）その他

３．会計報告と会計監査報告　　　※裏面に掲載しています。

（２）クリーン作戦、違法駐輪駐車パトロール、
　　　年末特別警戒パトロール

（3）ラジオ体操

（6）渉外活動

席をしています。厳島神社には「お神輿」が一基あ
りますので、町内氏子として担ぐ機会を見計らって
います。「生田神社大祭」の地区当番として、お世
話する取り組みについておはかりする時期がでてま
いります。
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4月〜7月
花隈自治会

資源ゴミ・ダンボール
山手婦人会

第１週・第３週火曜日〜８時まで

収集日当日の午前５時〜午前８時の間に、必ず指定袋を使用してください。
大型ごみ受付センターの受付
婦人会の資源ごみ・ダンボール回収は、花隈本通中央です。
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花隈だより定時総会議案特集20210401.xlsx議案
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令和２年４月１日 　〜　令和３年３月３１日

△ 200,000

令和3年４月１日

△ 147,440


